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・産婦人科に興味があり、
関連したテーマを扱っている研究室を探した。

・衛生学・公衆衛生学講座に出入りしている先輩に
面倒見が良い研究室であると聞いた。

→野村教授に相談し、
HPVワクチン接種意思や月経随伴症状に関する
研究を行うことにした。

研究を開始した経緯



研究活動の実際 − 1日のスケジュール

【平日】
8:00-17:00 授業 or 実習

17:30-19:00 公衆衛生学講座で研究
20:00-23:00 家で解析など研究の続き

【休日】
介入途中, 論文作成期間は約5-8h



研究活動の実際 −指導体制

【平日】
8:00-17:00 授業 or 実習

17:30-19:00 公衆衛生学講座で研究
20:00-23:00 家で解析など研究の続き

【休日】
介入途中, 論文作成期間は約5-8h

→野村教授に直接質問やDiscussion

→野村教授にメールで質問
：休日でもすぐに返信いただき
速やかに研究を進めることができた



募集案内の作成
他大学へ参加の打診

学生チーム用の
マニュアル作成

介入資料の作成



介入方法の検討 統計の勉強会

↑学生チームメンバー
藤田望さん(現卒1年目)作成

解析および論文化

・先生方とのDiscussion
・学会発表
・添削



2年次 3年次 4年次 5年次 6年次

研究開始

テーマ①
HPVワクチン接種意思に
関する介入研究

テーマ②
月経随伴症状と就労の関係

2022.11.21
アクセプト

2022.06.22
アクセプト

チームのリーダーとして介入研究を行った

研究の時間経過



魁新聞 a. woman(秋田市の女性を取り上げたサイト)

研究の時間経過



今後の展望

研究テーマであるHPVワクチンや月経随伴症状について
社会的な動向を追っていきたい。



ご清聴ありがとうございました。
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